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　超泥水加圧推進工法は昭和56
年（1981）に佐賀市の下水道汚
水幹線工事ではじめて採用されまし
た。平成8年（1996）に㈳日本
下水道管渠推進技術協会（現（公社）
日本推進技術協会）が泥濃式と分類
し，以降，泥濃式が大中口径管推進
工法のシェアを拡大し現在6割を超
えています。
　超泥水加圧推進工法の施工実績
も2023年3月末で累計3,810件，
施工総延長929,777mに達して
います。

超泥水加圧推進協会
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